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表紙は、㈱新日本海新聞社に提供していただいた 2019 年

開催の花火大会の写真です。

市民納涼花火大会の始まりは、1953 年の鳥取市の 14 村と

の合併記念および大正時代に３度にわたり氾濫した千代川

の大改修工事にちなみ、お盆の仏送りに合わせて行われた

「千代川感謝祭り」。コロナ禍を乗り越えて開催するはず

だった４年ぶりの昨年の花火大会は、台風７号の直撃を受

けて中止となりました。今年は、最大４号玉の花火約５，

０００発が 60 回の節目を迎える「鳥取しゃんしゃん祭」

のフィナーレを飾ります。

今 月 の 表 紙

市民納涼花火大会（Ⓒ新日本海新聞社）

本社・工場  鳥取市古海356番地1　TEL（0857）23ー2211 FAX（０８５７）２７ー１７６６

、キッチキ ンカー等、特装車装車両の製両の 造　消防・防災用品の販売売消防車、キッチンカー等、特装車両の製造　消防・防災用品の販売

－人を守り街を守る　私達の使命です－

代表取締役社長　渡邉 健次
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建
設
業
は
良
化
傾
向
示
す

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、県
内
企
業
１
５
０
社
を
対

象
に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
４
～
６
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。回
収
率
72・０
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
８・４
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比

べ
０・７
㌽
好
転
し
ま
し
た
。項
目
別
で
も
収
益
状
況
で
好
転
が
見
ら
れ
一

定
程
度
の
価
格
転
嫁
が
図
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
売
上
高

や
売
上
単
価
の
項
目
は
悪
化
を
示
し
て
お
り
、長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響

で
需
要
の
停
滞
や
個
人
購
買
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
来
期
見
通
し
は
、全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
と
比
べ
て
６・

６
㌽
好
転
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、今
後
も
物
価
水
準
が
高
止
ま
り
す
る

と
の
見
方
が
強
く
、依
然
と
し
て
県
内
経
済
の
動
向
は
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

2024年４～６月期　【
対
前
年
同
期
比
】
全
産
業
合
計
の

業
況
判
断
は
前
年
同
期
の
調
査
か
ら

０
・
７
㌽
好
転
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の

復
旧
工
事
な
ど
の
影
響
も
あ
り
業
況

判
断
で
20
・
６
㌽
好
転
し
、
そ
の
他
の

指
標
で
も
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
卸
売
業
は
需
要
停
滞
に

よ
る
物
流
量
の
低
下
な
ど
が
要
因
で

業
況
判
断
は
12
・
７
㌽
悪
化
。
そ
の

他
項
目
で
も
悪
化
傾
向
が
見
ら
れ
、

業
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　【
来
期（
24
年
７
～
９
月
）見
通
し
】

　
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断
は

マ
イ
ナ
ス
３
・
８
と
前
年
同
期
の
調

査
か
ら
６
・
６
㌽
好
転
を
示
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
建
設
業
は
建
築
投

資
に
対
す
る
動
き
は
弱
い
も
の
の
、

災
害
復
旧
な
ど
引
き
続
き
安
定
し
た

工
事
量
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
来

期
も
明
る
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
も
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス

関
連
の
分
野
を
中
心
に
受
注
量
は
前

年
同
期
と
比
べ
増
加
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）】

　「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
19
・
０
％
）
が
首
位
、「
経
費
の
増

加
」（
16
・
７
％
）
が
２
位
で
前
回
の
調

査
と
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

３
位
に
は
売
上
・
受
注
の
減
少
（
14
・

１
％
）
が
ラ
ン
ク
イ
ン
。
５
位
に
も

消
費
・
需
要
の
停
滞
（
８
・
５
％
）
が
ラ

ン
ク
イ
ン
す
る
な
ど
物
価
高
騰
圧
力

に
よ
る
購
買
力
の
弱
さ
が
深
刻
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
記
述
式
の
回
答
で
も
、「
大
型
ス
ー

パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
量
販

店
の
低
価
格
店
に
顧
客
が
流
れ
る
」

（
小
売
業
）、「
消
費
者
の
安
価
傾
向
が

如
実
に
出
て
い
る
」（
宿
泊
業
）
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
節
約
志
向
は
一
層

強
ま
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、「
原
材
料
費
が
高
す
ぎ

て
労
務
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
」（
製
造
業
）、

「
材
料
価
格
の
上
昇
に
は
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
り
、
受
注
単
価
に
反
映
さ
れ

な
い
の
で
厳
し
い
」（
建
設
業
）
と
の

声
も
あ
り
、
適
正
な
利
益
確
保
が
難

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

前　期　比 （　）内は2023.４〜６月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）　Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降　　ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2024.７〜９月期）
※（　）内は前年同期
　の数字
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動 向

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 108 -1.4（ 3.5） 11.6（ 15.5） -1.9（ -3.9） -2.4（ -0.4） -4.2（ -8.6） -8.4（ -9.1） -1.4（ 0.0） 7.5（ 3.9） -3.3（ -6.6） -2.8（ -0.9） -4.7（ -6.9） -3.8（ -10.4）

製 造 業 33 4.6 （ 8.6 ） 9.1 （ 20.0 ） -3.0 （ -1.3 ） -4.6 （ -7.1 ） 6.1 （ -2.9 ） -4.6 （ -7.2 ） -3.1 （ 2.9 ） 7.6 （ 2.9 ） -6.1 （ -1.9 ） -6.1 （ -8.6 ） -9.1 （ -7.2 ） -3.3 （ -11.5 ）

非 製 造 業 75 -4.0 （ 1.2 ） 12.7 （ 13.6 ） -1.4 （ -10.0 ） -1.4 （ 2.5 ） -8.8 （ -11.1 ）-10.0 （ -9.9 ） -0.7 （ -1.3 ） 7.4 （ 4.4 ） -2.0 （ -17.1 ） -1.4 （ 2.5 ） -2.7 （ -6.8 ） -4.0 （ -9.9 ）

（建　設　業） 23 -4.4 （ -10.4 ） 10.9 （ 6.3 ） 2.2 （ -6.3 ） 0.0 （ 2.1 ） -8.7 （ -27.1 ） -4.4 （ -25.0 ） 0.0 （ -6.3 ） 10.9 （ -4.2 ） -2.2 （ -10.4 ） 0.0 （ 0.0 ） -6.5 （ -12.5 ） 0.0 （ -16.7 ）

（卸　売　業） 19 -13.2（ 22.2） 18.5 （ 27.8 ） 0.0 （ 5.6 ） 0.0 （ 8.4 ）-19.5 （ 8.3 ）-21.1 （ 8.4 ）-10.5 （ 2.8 ） 13.9 （ 13.9 ） -2.7 （ 5.6 ） 0.0 （ 5.6 ） -2.7 （ -5.6 ） -7.9 （ -5.6 ）

（小　売　業） 17 -8.9 （ -10.5 ） 8.8 （ 2.7 ）-11.8 （ -10.5 ） -8.8 （ -5.3 ）-14.7 （ -23.7 ）-17.7 （ -21.1 ） -3.0 （ -10.5 ） -3.0 （ 2.7 ） -3.0 （ -2.7 ） -5.9 （ 2.6 ）-12.5 （ -13.2 ）-11.8 （ -22.2 ）

（サービス業） 16 12.5（ 7.5） 12.5（ 20.0） 3.3（ 7.9） 3.3（ 5.3） 9.4（ 2.5） 3.1（ 2.5） 12.5（ 10.0） 10.0（ 7.5） 0.0（ 2.7） 0.0（ 2.7） 12.5（ 5.0） 3.2（ 2.5）
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
は
７

月
８
日
（
月
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁

目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
部
会

総
会
と
研
修
会
を
開
き
、
部
会
員
ら

15
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
部
会
総
会
で
は
、
新
部
会
長
に
吉

岡
佐
和
子
氏
（
㈱
山
陰
合
同
銀
行
代

表
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）
を
選
任

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
中
国
経
済
産
業
局
地
域

経
済
部
デ
ジ
タ
ル
経
済
課
総
括
係
長

の
菊
地
雄
太
氏
が
Ｗ
ｅ
ｂ
３
．
０
や

Ａ
Ｉ
が
こ
れ
か
ら
日
本
に
与
え
る
影

響
や
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

我が社の従業員のなかに、業務におけるハラスメント被害が原因でうつ

病を発症したとして休職中の者がいます。残念ながら休職期間満了して

も復職できる見込みがありませんので、解雇を検討していますが、このような場

合に解雇することは合法でしょうか？

今回は業務に起因する傷病と休職期間満了による解雇について説明し

ます。業務に起因する傷病により療養中の者を解雇することは禁止され

ており（労働基準法第19条１項）、休職期間が満了して復職できない場合でも同

様に解雇が禁止されています。

　しかし、傷病の発症から長期間が経過し、現在の症状がもはや業務に起因するものとはいえない場合、

すなわち現在の症状について個人の素質や脆弱性、ストレス対処能力、生活の自己管理能力等が少なから

ず寄与している場合には、もはや業務に起因する傷病により療養中とはいえず、休職期間満了後復職でき

ないことを理由とする解雇は合法となります。

　具体的には、うつ病の症状が寛解状態となってから相当期間経過して以降の症状については、個人の素

質や脆弱性、ストレス対処能力、生活の自己管理能力等が少なからず寄与している場合には、もはやハラ

スメント被害が原因とはいえず、業務に起因する傷病により療養中とはいえなくなりますので、本件にお

いてもこのような場合であれば、解雇は合法と思料されます。

　なお、精神疾患については主治医への聴取など情報収集

を行うべきですが、とりわけハラスメント被害のような業

務に起因する精神疾患については、こまめに情報収集して

おく必要性が高いといえます。

 業務に起因する傷病と休職期間満了による解雇業務に起因する傷病と休職期間満了による解雇事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
161

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

研修会の様子

　
従
来
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
記
事
を
読
む
・
書
く

の
双
方
向
で
し
た
が
、
そ
こ
に
デ
ー

タ
所
有
が
加
わ
る
こ
と
や
デ
ー
タ
の

改
ざ
ん
を
防
ぐ
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
仕
組
み
が
新
た
に
合
わ
さ
る
こ

と
で
Ｎ
Ｆ
Ｔ
や
暗
号
資
産
が
誕
生
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
メ
タ
バ
ー

ス
な
ど
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
菊
地
講
師
は
Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
と

な
る
ス
キ
ル
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
に
適
切

に
指
示
を
出
力
さ
せ
る
ス
キ
ル
と
創

造
的
な
問
題
解
決
が
で
き
る
デ
ザ
イ

ン
思
考
が
重
要
」
と
強
調
。
Ａ
Ｉ
は

論
理
的
・
言
語
的
な
思
考
を
得
意
と

し
、
分
析
や
新
た
な
ア
ー
ト
を
瞬
時

に
生
成
で
き
る
一
方
で
、
課
題
を
発

見
し
た
り
人
の
気
持
ち
を
鑑
み
る
こ

と
が
苦
手
」
と
Ａ
Ｉ
の
特
徴
を
解
説

し
ま
し
た
。

　
加
え
て
Ａ
Ｉ
時
代
は
課
題
を
発
見

す
る
ス
キ
ル
や
人
を
中
心
に
物
事
を

直
感
的
に
創
造
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考

を
養
う
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

    

金
融
部
会
研
修
会

金
融
部
会
研
修
会

最
先
端
技
術
が
も
た
ら
す
変
革
と
可
能
性

最
先
端
技
術
が
も
た
ら
す
変
革
と
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　    

Ａ
Ｉ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
３
．
０
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Ｉ
・
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．
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を
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
建
設
部
会
（
影

井
一
清
部
会
長
）は
７
月
10
日
（
水
）、

鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
鳥
取
県
、
鳥
取

市
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
同

部
会
員
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
界
は
、
職
人
の
高
齢
化
や

人
手
不
足
が
深
刻
で
若
年
層
の
入
職

者
を
増
や
す
た
め
の
待
遇
や
労
働
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
４
月
１
日
か
ら
は
労
働
基

準
法
改
正
に
伴
い
「
罰
則
付
き
の
時

間
外
労
働
規
制
の
適
用
」
が
始
ま
っ

た
ほ
か
、「
公
共
工
事
に
お
け
る
週

休
２
日
制
の
平
準
化
」
が
本
格
化
し
、

労
働
者
に
対
す
る
労
働
環
境
は
少
し

ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
１
人
当
た
り
の
労
働
量

の
減
少
は
工
期
の
長
期
化
や
現
場
コ

ス
ト
の
増
加
を
誘
発
す
る
た
め
、
経

営
サ
イ
ド
の
舵
取
り
は
厳
し
く
な
っ

て
お
り
、
適
正
な
工
期
設
定
や
長
期

化
し
た
分
の
コ
ス
ト
を
上
積
み
し
た

適
正
金
額
の
発
注
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
は
じ
め
に
行
わ
れ
た
「
営
繕
積
算

の
考
え
方
」
で
は
、
鳥
取
県
総
務
部

営
繕
課
か
ら
川
口
新
二
課
長
、
野
田

雅
寿
課
長
補
佐
、
鳥
取
市
都
市
整
備

部
建
築
住
宅
課
か
ら
森
田
健
課
長
が

登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
建
築
工

事
積
算
方
法
の
考
え
方
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。
県
、
市
と
も
に
国
土

交
通
省
が
定
め
る
基
準
を
踏
襲
し
た

う
え
で
、
実
勢
価
格
や
現
場
の
実
態

を
的
確
に
反
映
す
る
た
め
の
独
自
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に

吉
岡
佐
和
子 

部
会
長

建 

設 

部 

会

金 

融 

部 

会

影
井
　
一
清 

部
会
長

説
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
「
建
設
業
の
働

き
方
」
で
は
、
鳥
取
県
土
整
備
部
技

術
企
画
課
の
藤
井
優
課
長
、
岡
秀
樹

課
長
補
佐
、
鳥
取
市
都
市
整
備
部
都

市
企
画
課
の
河
田
耕
一
次
長
が
登
壇

し
、
提
出
書
類
の
簡
素
化
な
ど
の
業

務
効
率
化
の
ほ
か
企
業
の
経
営
安
定

化
を
図
る
た
め
の
年
間
を
通
じ
た
工

事
量
確
保
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
地
域
の
実
態
や
現

場
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を

行
っ
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
、
受
注

側
と
発
注
側
が
と
も
に
業
界
の
魅
力

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
進

め
る
よ
う
確
認
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
金
融
部
会
、

建
設
部
会
の
総
会
が
次
の
通
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◆
開
催
日
　
７
月
８
日
（
月
）

◆
出
席
者
数
　
15
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
の
開
催
②
地
方
創
生
に

関
す
る
講
演
会
（
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
地
域
振
興
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
的
事
例
）
③
先
進
地
視
察
の
実
施

（
愛
知
県
岡
崎
市
ほ
か
）

◆
開
催
日
　
７
月
10
日
（
水
）

◆
出
席
者
数
　
30
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
部
会
交
流
事
業
の
開
催
③
行
政
庁

と
の
意
見
・
情
報
交
換
会
ま
た
は
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
活
用
事
例
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
④
視
察
・
調
査
研
究
の
実
施
（
茨

城
県
つ
く
ば
市
ほ
か
）
⑤
部
会
員
が

希
望
す
る
事
業

意見交換会の様子

説明をする鳥取県の藤井課長ら

      

建
設
部
会
が
県
・
市
と
意
見
交
換
会
を
開
催

建
設
部
会
が
県
・
市
と
意
見
交
換
会
を
開
催

　
人
手
不
足
解
消
や
業
界
の
良
好
な
働
き
方
を
議
論

　
人
手
不
足
解
消
や
業
界
の
良
好
な
働
き
方
を
議
論

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　    

地
域
実
態
や
現
場
に
応
じ
た
対
応
を
要
望

地
域
実
態
や
現
場
に
応
じ
た
対
応
を
要
望
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
７
月
17
日

（
水
）、
松
江
市
鹿
島
町
の
島
根
原
子

力
発
電
所
を
視
察
し
、
部
会
員
ら
16

名
が
原
子
力
発
電
の
し
く
み
や
安
全

対
策
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
で

当
部
会
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
島
根
原
子

力
発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
視
察
研
修
で
は
始
め
に
、
敷
地
内

の
島
根
原
子
力
館
で
島
根
原
発
の
概

要
や
原
子
力
発
電
の
し
く
み
、
安
全

対
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

３
号
機
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
部
や

発
電
所
の
運
転
を
行
う
中
央
制
御
室

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
同
発
電
所
は
福
島
の
事
故
を
教
訓

に
、
地
震
や
津
波
、
竜
巻
な
ど
の
自

然
災
害
に
加
え
、
テ
ロ
対
策
や
発
電

所
周
辺
に
お
け
る
森
林
火
災
の
延

焼
防
止
策
な
ど
、
想
定
し
う
る
事
象

に
対
応
す
る
た
め
の
安
全
対
策
を
強

化
し
ま
し
た
。
中
国
電
力
㈱
の
担
当

者
は｢

安
全
対
策
に
終
わ
り
は
な
い
。

や
り
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と

強
調
。
万
が
一
、
異
常
が
発
生
し
た

場
合
に
「
原
子
炉
を
止
め
る
」「
原

子
燃
料
を
冷
や
す
」「
放
射
性
物
質

を
閉
じ
込
め
る
」
が
で
き
る
よ
う
信

頼
性
の
高
い
設
備
の
建
設
・
改
修
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
あ

る
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本

方
針
で
あ
る
安
全
確
保
や
安
定
供
給
、

経
済
性
、
環
境
適
合
な
ど
を
考
え
る

契
機
に
な
り
ま
し
た
。

島根原子力館で説明を受ける参加者

工
業
部
会
が
島
根
原
発
を
視
察

工
業
部
会
が
島
根
原
発
を
視
察

原
子
炉
格
納
容
器
内
部
の
見
学
も

原
子
炉
格
納
容
器
内
部
の
見
学
も

原
発
の
し
く
み
や
安
全
対
策
を
学
ぶ

原
発
の
し
く
み
や
安
全
対
策
を
学
ぶ

Vol.87Vol.87

　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介す

る公開講座『サイエンス・アカデミー』を開催

しています。鳥取県立図書館を主会場とし、ラ

イブ中継会場として米子市図書館、倉吉市図書

館などでもご聴講いただけます。

　今回は特別企画として、以前本学医学部で研

究に取り組んでいた帝京大学の角南准教授を招

いて開催します。

○令和６年８月24日（土） 10：30 ～ 12：00

　　講師：帝京大学文学部心理学科

　　　　　　　　　　　　　角南なおみ 准教授

　　演題：子どもとのより良いかかわりを育む

　　　　　ための一人で学べる体験型ワーク

　　　　　ショップ

※お申し込みは電話・メール・ホームページにて、

　お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願い致します。

鳥取大学地域価値創造研究教育機構

地域連携推進室

koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
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女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
同
士
で
情

報
交
換
を
し
て
も

ら
お
う
と
運
送
業

界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会

（
森
本
幸
久
委
員

長
）
は
７
月
１
日

（
月
）、
鳥
取
市
永

楽
温
泉
町
の
ホ
テ

ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取

で
、
運
送
業
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
交
流

座
談
会
を
開
き
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス

の
ド
ラ
イ
バ
ー
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
講
師

　
鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
な
ど
で
構
成
す
る
運
送
業
界
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
森
本

幸
久
委
員
長
）
は
７
月
９
日
（
火
）、

鳥
取
市
宮
長
の
市
立
美
保
南
小
学
校

を
訪
れ
、
運
送
業
界
の
役
割
や
魅
力

を
伝
え
る
特
別
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
運
送
業
界
・
経
済
団
体
・
行
政
な

ど
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足
が

問
題
に
な
る
中
で
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
運
送
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
同
委
員
会
を
設
置
。
事
業
の

一
つ
で
あ
る
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は

は
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
㈱
山
手
モ
ー

タ
ー
ス
代
表
取
締
役
・
大
久
保
恵
美

氏
が
務
め
、
自
身
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
経
験
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
育

成
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　（
一
社
）
兵
庫
県
タ
ク
シ
ー
協
会

の
会
長
も
務
め
る
大
久
保
講
師
は
、

世
界
と
比
べ
て
安
全
性
が
高
い
日
本

２
０
１
９
年
に
開
始
し
、
今
年
で
６

年
目
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
訪
問
は
、

15
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
授
業
は
、
同
校
の
６
年
生
83

人
を
対
象
に
ト
ラ
ッ
ク
や
タ
ク
シ
ー
、

の
タ
ク
シ
ー
業
界
の
良
さ
を
強
調
。

日
本
の
安
全
や
女
性
の
移
動
を
守
る

手
段
の
た
め
に
も
タ
ク
シ
ー
業
界
を

守
り
た
い
と
述
べ
た
ほ
か
、
自
身
が

経
験
し
た
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の

接
客
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
か
れ
た
座
談
会
で
は
、

講
師
を
交
え
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

仕
事
の
や
り
が
い
や
求
め
て
い
る
環

境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

　
参
加
者
は
乗
客
か
ら
「
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
で
良
か
っ
た
」「
タ
ク
シ
ー

が
き
れ
い
」
な
ど
嬉
し
い
言
葉
を
掛

け
て
も
ら
え
た
経
験
や
、
各
業
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。

バ
ス
の
運
転
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

内
容
な
ど
を
紹
介
。
児
童
ら
は
、
普

段
知
る
こ
と
の
な
い
運
送
業
界
に
興

味
を
持
っ
た
様
子
で
「
１
日
に
ど
の

く
ら
い
の
荷
物
を
運
ぶ
？
」「
タ
ク
シ

ー
に
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て
、
ど
こ
ま

で
遠
く
に
行
っ
た
？
」「
バ
ス
は
一

台
い
く
ら
す
る
？
」
な
ど
、
次
々
に

手
を
挙
げ
て
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

講師を交えての意見交換

UDタクシーに乗車する児童たち

運
送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト乗

車
体
験
に
歓
声
が
上
が
る

乗
車
体
験
に
歓
声
が
上
が
る

学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊  

inin  

美
保
南
小

美
保
南
小

　
授
業
が
終
わ
る
と
校
庭
に
場
所
を

移
し
て
大
型
バ
ス
、
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
、

中
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
体
験
。
あ
い

に
く
の
雨
で
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に

乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

児
童
ら
は
大
型
バ
ス
や
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
席
に
交
代
で
乗
り
込
む

な
ど
、
普
段
で
き
な
い
体
験
に
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

運送業女性ドライバー交流座談会運送業女性ドライバー交流座談会

働きやすい環境で女性の登用を働きやすい環境で女性の登用を
ドライバー職の魅力を語る！ドライバー職の魅力を語る！
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ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年  東東京京便便  夏夏ダダイイヤヤ

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続
東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 10 分 12 時 30 分
298 15 時 25 分 16 時 45 分
300 18 時 30 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 10 分 10 時 25 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 30 分 17 時 45 分
299 19 時 15 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取
期間：2024年10月26日まで

IT導入補助金＆生成AI活用セミナーIT導入補助金＆生成AI活用セミナー

社内でのAI活用事例を紹介社内でのAI活用事例を紹介
ITツールを導入して生産性向上をITツールを導入して生産性向上を

　
鳥
取
商
工
会
議

所
は
７
月
23
日

（
火
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル

で
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

金
と
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
会

員
事
業
所
の
経
理

担
当
者
ら
29
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

金
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の

労
働
生
産
性
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、

業
務
効
率
化
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

の
導
入
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
応
を
支
援
す

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
枠
」
を
創
設
。
そ

の
中
の
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
類
型
で
は
、

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
補
助
率
が

拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、
会
計
・
受
発

注
・
決
済
の
機
能
を
２
機
能
以
上
有

す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
し
た
場
合

に
、
補
助
額
の
上
限
が
引
き
上
が
る

な
ど
生
産
性
向
上
を
目
指
す
企
業
を

後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
説
明
会
で
は
、
講
師
の
リ
コ
ー
ジ

ャ
パ
ン
㈱
鳥
取
支
社
事
業
戦
略
部
の

栗
田
牧
氏
が
補
助
金
の
概
要
や
申
請

手
続
き
な
ど
を
説
明
。
自
社
の
経
営

課
題
を
明
確
に
し
、
生
産
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
活
用
し
て
ほ
し

い
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
同
社
の
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
統
括
本
部
の
後
藤
匡
雄

氏
が
登
壇
し
、
社
内
で
の
活
用
事

例
や
入
力
指
示
の
コ
ツ
な
ど
を
伝
授
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
か
ら
生
ま
れ
る
時
間
で
、

人
手
不
足
の
解
消
や
新
た
な
事
業
展

開
が
期
待
で
き
る
と
述
べ
ま
し
た
。

セミナーの様子
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中
国
電
力
㈱

鳥
取
支
社
の
鳥

取
商
工
会
議
所

職

務

執

行

者

が
、
籔
根
剛
氏

か
ら
森
田
秀
樹
氏
（
執
行
役
員
鳥
取

支
社
長
）
＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま

し
た
。

　
㈱
中
電
工
鳥

取
統
括
支
社
の

鳥
取
商
工
会
議

所
職
務
執
行
者

が
、
田
淵
明
彦

氏
か
ら
徳
永
健
二
郎
氏
（
支
社
長
）

＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
空
港
ビ

ル
㈱
の
鳥
取
商

工
会
議
所
職
務

執
行
者
が
、
川

本
良
則
氏
か
ら

矢
野
史
朗
氏
（
専
務
取
締
役
）
＝
写

真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
ド
コ
モ
Ｃ

Ｓ
中
国
鳥
取
支

店
の
鳥
取
商
工

会
議
所
職
務
執

行
者
が
、
横
山

周
一
氏
か
ら
重
橋
薫
氏
（
鳥
取
支
店

長
）
＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
鳥
取
マ
ツ
ダ

　
鳥
取
市
千
代
水
３
丁
目
13

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
西
面
　
崇
裕

◆
（
一
社
）
麒
麟
の
ま
ち
観
光
局

　
鳥
取
市
扇
町
３
　
東
栄
ビ
ル
３
階

　
理
事
長
＝
入
江
　
到

◆
（
公
社
）
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　
鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
０
４
―
１

　
理
事
長
＝
奥
田
　
恒
久

◆
サ
ン
ワ
ー
ル
ド
㈱

　
鳥
取
市
南
吉
方
１
丁
目
50

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
江
里
口 

雅
丈

◆
日
本
通
運
㈱
山
陰
支
店
　
鳥
取
営

業
課

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
５
丁
目
２
１
６

　
鳥
取
営
業
課
長
＝
手
嶋
　
秀
登

◆
㈱
山
陰
合
同
銀
行
鳥
取
営
業
本
部

　
鳥
取
市
栄
町
４
０
２

　
代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員
＝
吉

岡
　
佐
和
子

◆
（
一
財
）
中
国
電
気
保
安
協
会
鳥

取
営
業
所

　
鳥
取
市
商
栄
町
１
７
７
―
３

　
所
長
＝
坂
田
　
敏
夫

◆
喫
茶
マ
イ
ペ
ー
ス

　
鳥
取
市
浜
坂
１
丁
目
６
―
27

　
代
表
＝
福
田
　
洋
一

【
社
名
変
更
】

◆
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
―
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
→
㈱
Ｉ

ｎ
ｆ
ｏ
―
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ

◆
日
本
通
運
㈱
山
陰
支
店
＝
日
本
通

運
㈱
山
陰
支
店
　
鳥
取
営
業
課

【
住
所
変
更
】

◆
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
㈲

　
鳥
取
市
吉
成
南
町
１
丁
目
１
―

11
→
鳥
取
市
吉
成
２
５
４
番
地
13

◆
日
ノ
丸
印
刷
㈱

　
鳥
取
市
寿
町
９
１
５
→
鳥
取
市
南

栄
町
34
番
地

議議    

員員    

交交    

代代

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
け
出
分

知財無料相談会のご案内
　毎月第１金曜日にI

い ん ぴ っ と

NPIT鳥取県知財総合支援窓口 （受託機関 ： 一般社団法人鳥取県発明協会） と連携して知

財無料相談会を開催します。 ご希望の方は、 相談日前日の12時までにお申し込みください。

　特許・商標・意匠・実用新案・著作権はもちろんのこと、 売上拡大・販路拡大・商品開発などもご相談ください。

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口の支援担当者が対応します。

　１． 日　時　　９月６日 （金）　　①１３ ： 00 ～１４ ： 00、 ②１４ ： ００～１５ ： ００、 ③15 ： 00 ～ 16 ： 00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ご希望の時間をお選びください。）

　２． 場　所　　鳥取商工会議所　会議室

申し込み・問い合わせ先　 鳥取商工会議所 経営支援一課　電話：０８５７－３２－８００５

動 向



鳥取商工会議所報
VOL762.2024.8.15

10

『ビジネススクール』の構想について 

鳥取商工会議所企画政策委員会は鳥取商工会議所に加えて館内に入居している（社）鳥取県経営者協会さま、

（公社）鳥取法人会さまとともに『ビジネススクール』を検討しています。 

少子高齢化や団塊世代の大量離脱によって企業の労働力不足が、日本経済のアキレス腱となりつつある昨今、

人材確保や若手人材の定着は企業にとって最優先課題となっています。 

㈱帝国データバンクの「中小企業の経営課

題とその解決に向けた取組みに関する調査」

においても「人材の確保」と「人材の育成」が

最上位と次点となるなど「人」に関する課題

が今まで以上に経営上の問題として取り挙

げられるようになっています。 

現在の若年層世代が就職先を選ぶための

ポイントはいくつかありますが、「教育制度・

研修の充実」、「キャリアアップが望めるかど

うか」といったポイントも重視しているようで

す。言い換えると、入社後のキャリアプランの

提示や教育体制を整備されていなければ、ま

すます人材の確保や維持が難しくなるという

ことです。 

一方で、中小企業の多くは「社内に従業員

を育成できる人材がいない」といった声も多

く聞かれ、当地域では従業員の立場に応じた

「階層別研修」を体系立てて実施している場

所がないといった声もあります。 

このような背景から、企画政策委員会では、地域企業の従業員教育の場を体系的に提供でき、毎年継続して実

施できる仕組みを検討しました。 

 民間の人材教育企業は企業数や人口の少ないエリアでは、採算性の問題から進出するケースは稀ですがこの度、

近畿・東海・関東地区で商工会議所ビジネススクールを担っている企業にご協力をいただき、下記のセミナーを試

験的に実施することになりました。（ニーズが多ければ、毎年１０講座ほど定期実施を計画します） 

 これからは人口減少社会となり、ますます企業間競争は激しさを増し、その勝者になるには「人的資本」、「質の

高い労働力の確保と能力」がものを言う時代になっていきます。 

ぜひとも個々の会員企業の成長のため、本ビジネススクールを積極的にご活用いただければと思います。 

【今年のセミナー予定】 

日時 講座名 対象 

令和６年１０月３日（木） 

１０：００～１７：００ 

「コミュニケーション力アップセミナー」 全社員 

令和６年１２月１１日（水） 

１０：００～１７：００ 

※「経理実務講座」 経営者・経理担当者 

※経理実務講座は１０月の会報誌で改めてご案内します。

本セミナーは「鳥取市中小企業人材育成補助金」（補助率１／２） の対象になります。 

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1713831610815/index.html 
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事業所名 T E L

担当者名
ふ り が な

(役職 ) F A X

所 在 地 〒 E-mail

参加者名
ふ り が な

（役職 ）

参加者名
ふ り が な

（役職 ）

商工会議所会員 ・ 鳥取法人会会員

経営者協会会員 ・ 一般

※いずれかに○をお願いします

参加費( )円×( )名＝( )円 振込予定 月 日

※本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、講座開催に係る受講者の確認、受講者名簿の作成、出欠確認、受講料

の入金確認及び講座運営に関する連絡の目的のみに使用いたします。

●日　時：令和６年１０月３日（木） １０:００～１７:００
●会　場：鳥取商工会議所５階 大会議室 （鳥取市本町 3丁目 201）

●参加費：会 員：１４，３００円・一 般：１８，７００円（教材費・消費税込）

●定　員：５０名 （定員になり次第締め切らせていただきます）

◇下記講座申込書に必要事項をご記入の上、FAX（0857-22-6939）、鳥取商工会議所ホームページ

（https://tottori-cci.or.jp/）よりお申込みください。
（受付後担当者様宛に「請求書兼申込受信のお知らせ」(インボイス対応)を FAX で返送いたします。）

◇お申込後、受講料を原則として講座開催３日前までに下記銀行口座までお振込み願います。

振込先：鳥取銀行 本店営業部 普通 NO.0368059 名義：鳥取商工会議所 会頭 児嶋祥悟（ｺｼﾞﾏｼｮｳｺﾞ）

（恐れ入りますが、振込手数料はご負担願います）講座日の 3 営業日前より 100％キャンセル料が発生します
＊講座開催３日前までに受講券・会場地図等を申込者様宛に FAX で送らせていただきます。
＊駐車場は商工会議所横の駐車場をご利用下さい（満車の場合は市営片原駐車場をご利用ください）
＊最少催行人数は５名となります。
＊反社会的団体及びその構成員と認められる場合やコンサルタント業の方は参加をお断りします。
また講座の性質上、講師業、士業の方など講師と同業の方の参加をお断りすることもあります。

　コミュニケーション能力の差で生産性が向上し、業績が約２倍変わるというデータもあります。
会社内での同僚や上司との業務連絡や日常会話はもちろん、お客様との接し方も含めて、円滑なコミュニケー
ションが業績向上の土台となっています。
　社内の生産性をあげるためには、コミュニケーションでの摩擦を減らすことが必要不可欠でもあります。
コミュニケーションが取れていないと伝達ミスが多くなり、作業効率は下がってしまいます。ペアワーク、
グループワークを通して意思伝達を無駄なく行い、仕事をする上でのコツを身につけていただきます。

IPTEL：050-3528-0853（直通) FAX：0857-22-6939
鳥取商工会議所ホームページ https://tottori-cci.or.jp

１．コミュニケーション力とは ２．一瞬で決まる！あなたの第一印象 ３．ほんとうの自分を知る

４．事実を捉える「傾聴力」と「質問力」 ５．信頼関係を構築する



鳥取商工会議所報
VOL762.2024.8.15

12

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

実
務
家

NEW
スーパードライ物語� 田中 晃 49分

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

世界遺産検定マイスターが伝える
地域のブランド力とは あけ ひとみ 45分

一
般
経
営

NEW
コミュニティ経営のすすめ（１） 矢萩 大輔 47分 日本茶は捨てたもんじゃない！ ブレケル・

オスカル　 35分

NEW
徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（４）

岡田　 晃 21分 法
律

労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

研
修
・
人
材
育
成

NEW
あなたの想いが伝わる
ハートフルスピーチ

悠稀 智惠 20分 労
務 ここがポイント！就業規則のつくり方 野澤 直子 25分

Z世代との接し方に困っている
40代、50代へ　育て方と
メンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43分 税
務・財
務

経
理

経理担当者向け
経理の基礎　～財務諸表編～
� 公開期限：2024年９月末

玉川 祐太 81分

写真写りが劇的によくなる
撮られ方＆自撮りテクニック 渕上 真由 23分

まだ間に合う！対策がまだの人の
ための電子帳簿保存法対応のポイント
� 公開期限：2024年９月末

塩野 貴之 84分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ： 鳥取商工会議所  経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp
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　日本商工会議所ならびに東京商工会議所はこのほど、賃金改定に関する調査を実施し、集計結果を公表し
ました。
　この調査は、物価上昇や人手不足を背景に賃上げの機運が高まり、雇用の７割を支える中小企業の賃上げ
への関心が高まる中、中小企業の賃上げの実態を詳細に把握し、今後の要望活動に生かしていくために実施
しました。
（１）調査地域：全国４７都道府県　　　　　　　（２）調査期間：2024年4月19日～5月17日
（３）調査方法：各地商工会議所職員による調査　（４）回答企業数：１，９７９社
（５）回収商工会議所数：３８０商工会議所

　２０２４年度に「賃上げを実施予定」とする企業は７４．３％と７割を超え、１月
調査から１３.０ポイント増。うち「防衛的な賃上げ」は５９．１％と依然６割近く。
　従業員数２０人以下の企業では、「賃上げを実施予定」は６３．３％。うち「防
衛的な賃上げ」は６４．１％。規模の小さな事業所では、賃上げの動きやや鈍く、
厳しい状況。
　「賃上げを実施予定」とする企業は、卸売業、製造業で８割超え。最も低い
医療・介護・看護業で５割強（５２．５％）と全業種で半数以上が賃上げ。
　情報通信業、宿泊・飲食業、金融・保険・不動産業で「前向きな賃上げ」が５
割超に達する一方、運輸業では「防衛的な賃上げ」が７割超（７２．２％）と業
種により差。

　詳しい内容は、次のアドレス等にアクセスしてください。

　【ＵＲＬ】 https://tinyurl.com/23jhfa73（PDF版）

「中小企業の賃金改定に関する調査」の集計結果
～中小企業の賃上げ率は正社員で3.62%、パート･アルバイト等で3.43%～

調査結果のポイント
【ポイント①：２０２４年度の賃上げ】

　正社員の賃上げは、
　　　　　　　【全　　 体】　賃上げ額（月給）９，６６２円、賃上げ率３．６２％（加重平均）
　　　　　　　【２０人以下】　賃上げ額（月給）８，８０１円、賃上げ率３．３４％（加重平均）

　業種別では、その他サービス業、小売業で４％台と高く、運輸業、医療・介護・看護業は２％台にとどまる。

【ポイント②：正社員の賃上げ】

　パート・アルバイト等の賃上げは、
　　　　　　　【全　　 体】　賃上げ額（時給）３７．６円、賃上げ率３．４３％（加重平均）
　　　　　　　【２０人以下】　賃上げ額（時給）４３．３円、賃上げ率３．８８％（加重平均）

　業種別では、医療・介護・看護業、運輸業で４％台後半と高い賃上げ率。

【ポイント③：パート・アルバイト等の賃上げ】

日商・東商
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大阪・関西万博
お得な超早期購入割引チケットのご案内

■正式名称：２０２５年日本国際博覧会

■テ ー マ：いのち輝く未来社会のデザイン

■開催期間：2025年 4 月 13 日～10 月 13 日

■開催時間：９：００～２２：００

■会  場：夢洲（ゆめしま）（大阪市此花区）

【チケット購入方法】

右のＱＲコード、または当所ＨＰの申込フォームに必要事項を入力してください。
申込者に、(公社)2025年日本国際博覧会協会からご購入の手続きをご案内いたします。
ご購入手続き後、入場チケット(チケットＩＤ)がＣＳＶデータで届きます。

くるぞ、万博。

【問い合わせ先】 鳥取商工会議所 総務課 ＴＥＬ：0857-32-8002

※表は会期中いつでも１回入場可能な
一日券の価格を比較したものです。

＼オススメ／

超早期購入割引 通常

大人
満18歳以上 6,000円 7,500円

中人
満12～17歳 3,500円 4,200円

小人
満4～11歳 1,500円 1,800円

一日券は
超早期購入割引で
20％OFF！ パビリオン

特別抽選付き！

鳥取商工会議所では、通常料金よりお得に購入できる
「超早期購入割引チケット」を９月25日（水）まで販売しています。
この機会にぜひお買い求めください！

動 向

【講　師】やまぐち総合研究所有限会社 取締役所長 中村 伸一 氏

・場  所  鳥取商工会議所 ５階 大会議室（鳥取市本町３丁目２０１番地）

・受 講 料  ３，３００円（消費税、テキスト料込）

・定  員  ２０人（定員になり次第締め切ります。）

【申し込み先】経営支援部経営支援二課「創業塾担当」

電話：０８５７－３２－８００５／E-mail：tcci-keini@tottori-cci.or.jp 

容内間時日にち

 ９月28日(土) 9：00～15：30 経営学の基礎知識など 

 ９月29日(日) 9：00～15：30 マーケティングの基礎、デジタルの活用など 

10月 ５日(土) 9：00～15：30 財務の基礎知識、知財の活用など 

10月 ６日(日) 9：00～15：30 事業形態の基本、プレゼンの手法など 

10月12日(土) 9：00～15：30 ビジネスプラン発表など 

「とっとり創業塾」受講生募集！
企業支援のプロから学べる

９月13日(金)
申込締切
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2024年2月

厳しい経営環境が続く中､今年度も、令和６年能登半島地震をはじめ全国各地において、自然災害、人為的災害、サイバー攻撃等が数多く
発生いたしました。被災されました皆様に、心からお見舞いを申し上げます。
私たちはこれからも、保険事業を通じて、皆様を取り巻く様々な事業活動リスクから大切な会社とかけがえのない従業員をお守りし、
イノベーションへの挑戦をサポートしてまいります。

皆様とともに、日本再生・変革に挑戦

あなたの
ナイスパートナー

商工会議所に
ご入会ください。
私たちは、地域総合経済団体として、
中小企業の活力強化と地方創生、相次ぐ
大規模自然災害等からの復旧・復興、
経済再生を、全力で応援しています。

※皆様に安心をお届けする商工会議所保険制
度は、商工会議所に会員としてご入会いた
だくことが条件となります。

●上記内容は商工会議所保険制度の概要についてご紹介したものです。各保険の商品名や補償内容、取扱商品は引受保険会社により異なります。保険内容は各保険会社のパンフレットまたは重要事項説明書をご覧ください。詳細は保険約款により
ますが、ご不明の点がありましたらお近くの代理店、お問い合わせ先にご連絡ください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により
作成したものです。 ●商工会議所では、このほかにも各種共済制度を取り扱っております。また、商工会議所によっては一部の保険制度・特約を取扱っていない場合もあります。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告
は、2024年2月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。

日常に潜む｢もしも｣に備えた充実のラインナップ
低廉な保険料でご加入いただける、会員のための商工会議所保険制度

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

大同火災海上保険株式会社（沖縄県内）

三井住友海上火災保険株式会社

損害保険ジャパン株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

引受保険会社 ビジネス総合保険制度

事業活動包括保険

企業総合賠償特約セット賠償責任保険

企業総合賠償責任保険

事業活動総合保険

賠責総合保険

業務災害補償プラン

タフビズ業務災害補償保険
（業務災害補償保険）

業務災害補償保険

事業活動総合保険

業務災害総合保険

業務災害補償保険

休業補償プラン

所得補償保険団体契約
（天災危険補償特約（所得補償保険用）セット）
GLTD（団体長期障害所得補償保険）

所得補償保険
団体長期障害所得補償保険

所得補償保険、団体長期障害所得補償保険
傷害総合保険、新・団体医療保険

団体総合生活保険

―

https://www.ishigakiservice.jp/

日本商工会議所制 度 運 営

保 険 制 度 H P

お問い合わせ先 各地商工会議所

商工会議所名簿

休業補償プラン
●経営者本人とその従業員が、病気
　やケガで働けなくなった場合に、
　収入の減少部分を補います。

●事業活動における賠償リスク､災害に
　よる事業休業リスク､財物損壊リスク
　を総合的に補償します｡

ビジネス総合保険制度

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消
　し、一本化して加入可能
●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業
　活動遂行等）リスクを総合的に補償
●災害（火災、風災、水災、雪災等）による事業休業も補償（※1）

●取引先の倒産による連鎖倒産のリスクをカバーする、倒産防止
　特約を付帯（※２）

最 大
約33%
 割引※

業務災害補償プラン
●多様化・複雑化の傾向にある
　「労災事故」から会社も
　従業員もお守りします。

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●「従業員のケガ」と「企業の賠償リスク」にダブルで備えることが可能
●役員個人の賠償責任も補償
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能(※１)

●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●パワハラ、セクハラ等による事業者、役員、使用人の法律上の賠償責任
　を補償（オプション）
●「健康経営優良法人（※２）」に認定された事業者に対し、通常の割引後に
　さらに５％の上乗せ割引を適用
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
●天災危険を補償する特約（任意付帯）により、業務・通勤中に地震や津波
　に遭遇してケガをされた場合や死亡された場合も補償可能

最 大
約58%
  割引※

（※1) 東京海上日動にて、引受可能地域において、地震による完全休業損失が
補償される地震休業補償特約「休業条項（休業保険）」を付帯可能。また、
損保ジャパン・東京海上日動にて、引受可能地域において、地震の揺れに
より什器・備品（財産）が破損した場合補償される地震危険補償特約・企業
地震特約「財産条項（火災保険）」を付帯可能。

（※2)損保ジャパンにて提供（取引先倒産・入金遅延補償特約「あんしん取引・
マスター特約」）。 （※1）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は給付決定後の支払いに

なります）。精神疾患、脳・心疾患等の病気や自殺は政府労災で認定されれば補償可能。
（※2）従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践している大企業や中小企

業等を日本健康会議が認定。

●就業外での病気・ケガまで補償
　（国内外を問わず、365日24時間補償）
●医師の診査が不要で加入手続きが簡単
●天災（地震・噴火・津波等）によるケガも補償
●入院中のみならず、就業不能で医師の治療を受けて
　いる場合も補償
●家事従事者の方も加入可能
●1年を超える長期休業の補償もご用意
●介護の補償もご用意

※一般価格と比較した場合の割引率です。商工会議所の
スケールメリットにより、会員割引価格にてご加入いた
だけます。
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多様な検定試験を通じて産業人材の育成を図り

日本経済の発展に貢献します 

ビジネスマネジャー検定試験®

企業組織の要である管理職（マネジャー）の土台づくり 
ビジネスマネジャー検定試験® は、マネジャーとして活躍が期待されるビジネスパーソン 

に対し、その土台づくりのサポートを目的とし、「あらゆるマネジャーが共通して身につけ 

ておくべき重要な基礎知識」を効率的に習得する機会を提供します。 

ビジネス実務法務検定試験 ®

自分を守る、仕事の法律入門です！ 
ビジネスにおいて業務上のリスクを未然に察知し、法的にチェックし、問題点を解決に導く 

法律知識は、法務部門に限らず、全てのビジネスパーソンにとって必要不可欠な能力です。 

そのための基礎となる実践的な法律知識をバランスよく効率的に学ぶことができます。 

カラーコーディネーター検定試験 ®

仕事に役立つ実践的な色彩の知識を学ぶことができる検定試験です！ 
色彩は文化や時代の流れに大きな影響を与えてきました。色の性質・特性など、色彩の 

知識を身につけることで、色の持つ効果をビジネスシーンに活かすことができます。 

仕事に役立つ実践的な色彩の知識を学ぶことができる、それがカラーコーディネーター 

検定試験です。 

■2024 年度試験スケジュール（第 2シーズン） 
検定試験 

団体クーポン 

申込期間 

先行申込期間 

（団体受験者専用）
申込期間 試験期間 

・ビジネスマネジャー検定試験 

・ビジネス実務法務検定試験 

（2・3 級） 
・カラーコーディネーター検定試験 

（アドバンス・スタンダード） 

8/27（火） 

～9/4（水）

9/12（木） 

～9/18（水）

9/20（金） 

～10/1（火） 

10/25（金） 

～11/11（月）

・環境社会検定試験（eco 検定） 

・福祉住環境コーディネーター 

検定試験（2・3 級） 

9/17（火） 

～9/25（水）

10/3（木） 

～10/9（水）

10/11（金） 

～10/22（火） 

11/15（金） 

～12/5（木）

■「団体申込」の会員割引が始まりました！【受験料 5％割引（会員限定・団体申込）】 
受験者数が 3 名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけます。「団体申込」をご利用いただくことで、受験者

の申込情報や成績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で一括して精算いただくことが可能です。 

割引を適用する場合は、当所経由での申込が必要になります。直接申し込みの場合は、割引が適用されません

のでご注意ください。ご検討いただける場合は、下記までお問い合わせください。 

【お問合せ先】鳥取商工会議所 地域振興課 検定担当 ＴＥＬ 0857-32-8004

東京商工会議所検定センター

https://kentei.tokyo-cci.or.jp/

鳥取商工会議所 

https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/
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308
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
盛
夏
の
候
、
皆
さ
ま
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
連
日
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
緩
和
さ
れ
、
各
地
で
夏
祭
り
や
花
火
大

会
が
復
活
し
、
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
め
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
暑
中
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
６
月
27
日
に
第

２
回
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
約
１
６
０
人
も
の
多
種
多
様
な
業
種

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
交

流
会
を
行
う
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。
交
流
会

を
通
じ
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ

る
の
か
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
７
月
10
日
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
委
員
会
が
担
当
す
る
７
月
例
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
は
松
井
太
郎
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
、「
優
秀
な
人
材
は
副
業
で

採
る
時
代
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
と
っ
と
り
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
週
１
副
社
長
」
と
い
っ
た
革
新
的
な

活
用
術
を
紹
介
い
た
だ
き
、
現
代
に
お
け
る

多
様
な
人
材
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
社
業
に
役
立
つ
貴
重
な
情
報

が
数
多
く
提
供
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
例
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
17
日
は
、
総
務
委
員
会
主
催
の
令
和

６
年
度
前
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
41
人
の
新
入
会
員
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史

や
活
動
の
意
義
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
改
め

て
今
後
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ

　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
の
目
指
す
も
の
を
確
認
し

ま
し
た
。
新
入
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
私
自
身
も
学
び
の
多

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
し
、
何
よ
り
仲

間
が
増
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
会
員
同
士
の
絆
を

深
め
、
地
域
の
商
工
業
の
発
展
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
。
さ
ら
に
暑
い
日

が
続
き
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
負
け

な
い
よ
う
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
は
７
月
10
日
、７
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
優
秀
な
人
材
は
副
業
で
採
る
時
代
に
」と
題
し
、
と
っ
と
り
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
松
井
太
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　
専
門
的
な
知
識
や
経
験
豊
富
な
優
秀
な
人
材
は
都
心
部
に
集
中
す
る
一

方
、
地
方
で
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
地
方
の
企
業
で
は
、
採

用
し
た
く
て
も
応
じ
て
も
ら
え 

る
だ
け
の
待
遇
を
用
意
で
き
な
い
と
い
っ

た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
松
井
氏
は
こ
う
し
た
問
題
に
対
し「
週
１
副
社
長
」を
活
用
し
、
副
業
人

材
の
持
つ
専
門
的
な
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

始
め
ら
れ
る
と
説
明
。
実
例
を
交
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

選
択
肢
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
か
ら
は『
気
軽
に
始
め
ら
れ
そ

う
』『
そ
ん
な
に
優
秀
な
方
と
話
せ
る
な
ら
ぜ
ひ
や
っ
て
み
よ
う
』な
ど
と

い
っ
た
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
に
は
行
政
か
ら
の
一
部
補
助
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
充
実
に
は
会
員
各
社
の
安
定
と
成
長
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
今
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
会
員
企

業
に
発
展
や
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
盛
田
　
翔
平

発行：令和 6年 8月１5日
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７
月
例
会
開
催

７
月
例
会
開
催

勇壮な神輿

　
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年
記
念
式
典
が
６
月
29
日
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
高

藤
会
長
を
は
じ
め
約
30
人
が
出
席
し
、
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
大
き
な
節
目
を
共
に
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
岡
本
貴
晃
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
創
立
か
ら
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
１
９
７
９
年
６
月
29
日
、
情
熱
を
持
っ

た
先
人
た
ち
の
手
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
８
９

年
に
提
唱
し
た
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
米
子
」

構
想
は
、
１
９
９
９
年
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

会
館
へ
と
つ
な
が
り
、
２
０
０
０
年
に
は
日
本
商
工

会
議
所
青
年
部
会
長
を
輩
出
、
さ
ら
に
２
０
０
３
年

に
は
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
23
回
全
国
大
会
を

成
功
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
績
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
近
年
も
「
よ
な
ご
・
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催

な
ど
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
学

ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、
２
０
２
８
年
度
の
50
周
年
、

２
０
３
０
年
度
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
ま
す
。
胸
を
張
っ
て
活
動
を
発

表
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
会
員
一
丸
と
な

り
ま
い
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
45

周
年
を
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
専
務
理
事

　
　
　
　  

網
尾
　
和
亮

　  

総
務
委
員
会
は
７
月
17
日
、
鳥
取
市
の
カ
フ
ェ
ソ
ー
ス
バ
ン
ケ
ッ
ト
で
令
和
６

年
度
前
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
新
入
会
員
に
Ｙ
Ｅ

Ｇ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
組
織
の
中
心
と
な
る
理
事

候
補
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
研
修
の
対
象
者
は
令
和
５
、
６

年
度
の
入
会
で
研
修
未
受
講
の
会
員
で
、
今
回
の
参
加
率
は
約
９
割
と
非
常
に
高

い
水
準
で
し
た
。

　
研
修 

会
で
は
冒
頭
、
田
中
大
喜
監
事
が
商
工
会
議
所
の
歴
史
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
役

割
、
さ
ら
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
続
い
て
、
広

報
と
総
務
両
委
員
会
で
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
欠
か
せ
な
い
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア「
エ
ン

ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ（
Ａ
Ｔ
）」の
操
作
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
に
は
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
研
修
会
後
に
は
、
新
入
会
員
同
士
の

絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
令
和
５
、

６
年
度
の
入
会
者
を
対
象
と
し
た
懇
親

会
も
企
画
し
ま
し
た
。
パ
ン
チ
の
効
い

た
自
己
紹
介
を
す
る
人
も
い
て
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
入
会
員

の
皆
さ
ま
、
今

後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
お
り

ま
す
！

 

総
務
委
員
会

     

委
員
長

　
永
美
　
祐
輔

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
は
６
月
27
日
、「
第
２
回
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
鳥

取
に
拠
点
を
置
く
事
業
者
に
、
日
頃
あ
ま
り
接
点
の
な

い
異
業
種
の
方
々
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
つ
な
が
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と

企
画
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
学
生
起
業
家
や
女
性
の
参
加
者
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
、
業
種
の
企
業
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は「
異
業
種
の
方
々
と
直
接
話
す
こ
と
で

新
し
い
視
点
を
得
ら
れ
た
」「
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
交
流

が
生
ま
れ
た
」と
い
っ
た
好
評
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
は
、
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
、
主
催
し
た
わ
れ
わ
れ
も

交
流
の
大
切
さ
や
必
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
多
く
の
方
に
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
新
し
い
仲
間
を
増

や
し
て
い
く
場
を
作
る
こ
と
で
す
。
今
回
、
交
流
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
外
部
の
方
に
は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

が
持
つ
さ
ら
な
る
交
流
機

会
や
事
業
支
援
、
情
報
共

有
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、
入
会

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
今

後
も
メ
ン
バ
ー
全
員
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

　  

委
員
長
　
岸
本 

夕
子

第
２
回
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

in Vellugue

第
２
回
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

in Vellugue

新
入
会
員
研
修
実
施

新
入
会
員
研
修
実
施

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
記
念
大
会
に
参
加

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
記
念
大
会
に
参
加

　    　礒江 和也 君
　    （いそえ かずや）
事 業 所 名  ㈱アイガード
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　    　 阿部 亮 君
　    （あべ あきら）
事 業 所 名  ジブラルタ生命㈱
所属委員会  ビジネス活性化委員会

　    　居組 千紘 君
　    （いぐみ ちひろ）
事 業 所 名  CHAINS
所属委員会  会員交流委員会

新入会員（３名）

米子商工会議所45周年記念式典の様子

新入会員研修の様子

ビジネス交流会の様子

高藤会長あいさつ

講師の松井氏
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会
長
あ
い
さ
つ

　
盛
夏
の
候
、
皆
さ
ま
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
連
日
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
緩
和
さ
れ
、
各
地
で
夏
祭
り
や
花
火
大

会
が
復
活
し
、
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
め
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
暑
中
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
６
月
27
日
に
第

２
回
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
約
１
６
０
人
も
の
多
種
多
様
な
業
種

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
交

流
会
を
行
う
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。
交
流
会

を
通
じ
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ

る
の
か
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
７
月
10
日
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
委
員
会
が
担
当
す
る
７
月
例
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
は
松
井
太
郎
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
、「
優
秀
な
人
材
は
副
業
で

採
る
時
代
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
と
っ
と
り
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
週
１
副
社
長
」
と
い
っ
た
革
新
的
な

活
用
術
を
紹
介
い
た
だ
き
、
現
代
に
お
け
る

多
様
な
人
材
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
社
業
に
役
立
つ
貴
重
な
情
報

が
数
多
く
提
供
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
例
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
17
日
は
、
総
務
委
員
会
主
催
の
令
和

６
年
度
前
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
41
人
の
新
入
会
員
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史

や
活
動
の
意
義
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
改
め

て
今
後
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ

　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
の
目
指
す
も
の
を
確
認
し

ま
し
た
。
新
入
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
私
自
身
も
学
び
の
多

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
し
、
何
よ
り
仲

間
が
増
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
会
員
同
士
の
絆
を

深
め
、
地
域
の
商
工
業
の
発
展
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
。
さ
ら
に
暑
い
日

が
続
き
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
負
け

な
い
よ
う
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
は
７
月
10
日
、７
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
優
秀
な
人
材
は
副
業
で
採
る
時
代
に
」と
題
し
、
と
っ
と
り
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
松
井
太
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　
専
門
的
な
知
識
や
経
験
豊
富
な
優
秀
な
人
材
は
都
心
部
に
集
中
す
る
一

方
、
地
方
で
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
地
方
の
企
業
で
は
、
採

用
し
た
く
て
も
応
じ
て
も
ら
え 

る
だ
け
の
待
遇
を
用
意
で
き
な
い
と
い
っ

た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
松
井
氏
は
こ
う
し
た
問
題
に
対
し「
週
１
副
社
長
」を
活
用
し
、
副
業
人

材
の
持
つ
専
門
的
な
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

始
め
ら
れ
る
と
説
明
。
実
例
を
交
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

選
択
肢
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
か
ら
は『
気
軽
に
始
め
ら
れ
そ

う
』『
そ
ん
な
に
優
秀
な
方
と
話
せ
る
な
ら
ぜ
ひ
や
っ
て
み
よ
う
』な
ど
と

い
っ
た
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
に
は
行
政
か
ら
の
一
部
補
助
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
充
実
に
は
会
員
各
社
の
安
定
と
成
長
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
今
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
会
員
企

業
に
発
展
や
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
　
副
委
員
長
　
盛
田
　
翔
平

発行：令和 6年 8月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

７
月
例
会
開
催

７
月
例
会
開
催

勇壮な神輿

　
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年
記
念
式
典
が
６
月
29
日
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
高

藤
会
長
を
は
じ
め
約
30
人
が
出
席
し
、
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
大
き
な
節
目
を
共
に
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
岡
本
貴
晃
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
創
立
か
ら
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
１
９
７
９
年
６
月
29
日
、
情
熱
を
持
っ

た
先
人
た
ち
の
手
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
８
９

年
に
提
唱
し
た
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
米
子
」

構
想
は
、
１
９
９
９
年
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

会
館
へ
と
つ
な
が
り
、
２
０
０
０
年
に
は
日
本
商
工

会
議
所
青
年
部
会
長
を
輩
出
、
さ
ら
に
２
０
０
３
年

に
は
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
23
回
全
国
大
会
を

成
功
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
績
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
近
年
も
「
よ
な
ご
・
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催

な
ど
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
学

ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、
２
０
２
８
年
度
の
50
周
年
、

２
０
３
０
年
度
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
ま
す
。
胸
を
張
っ
て
活
動
を
発

表
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
会
員
一
丸
と
な

り
ま
い
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
45

周
年
を
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
専
務
理
事

　
　
　
　  

網
尾
　
和
亮

　  

総
務
委
員
会
は
７
月
17
日
、
鳥
取
市
の
カ
フ
ェ
ソ
ー
ス
バ
ン
ケ
ッ
ト
で
令
和
６

年
度
前
期
新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
新
入
会
員
に
Ｙ
Ｅ

Ｇ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
組
織
の
中
心
と
な
る
理
事

候
補
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
研
修
の
対
象
者
は
令
和
５
、
６

年
度
の
入
会
で
研
修
未
受
講
の
会
員
で
、
今
回
の
参
加
率
は
約
９
割
と
非
常
に
高

い
水
準
で
し
た
。

　
研
修 

会
で
は
冒
頭
、
田
中
大
喜
監
事
が
商
工
会
議
所
の
歴
史
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
役

割
、
さ
ら
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
続
い
て
、
広

報
と
総
務
両
委
員
会
で
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
欠
か
せ
な
い
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア「
エ
ン

ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ（
Ａ
Ｔ
）」の
操
作
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
に
は
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
研
修
会
後
に
は
、
新
入
会
員
同
士
の

絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
令
和
５
、

６
年
度
の
入
会
者
を
対
象
と
し
た
懇
親

会
も
企
画
し
ま
し
た
。
パ
ン
チ
の
効
い

た
自
己
紹
介
を
す
る
人
も
い
て
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
入
会
員

の
皆
さ
ま
、
今

後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
お
り

ま
す
！

 

総
務
委
員
会

     

委
員
長

　
永
美
　
祐
輔

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
は
６
月
27
日
、「
第
２
回
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
鳥

取
に
拠
点
を
置
く
事
業
者
に
、
日
頃
あ
ま
り
接
点
の
な

い
異
業
種
の
方
々
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
つ
な
が
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と

企
画
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
学
生
起
業
家
や
女
性
の
参
加
者
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
、
業
種
の
企
業
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は「
異
業
種
の
方
々
と
直
接
話
す
こ
と
で

新
し
い
視
点
を
得
ら
れ
た
」「
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
交
流

が
生
ま
れ
た
」と
い
っ
た
好
評
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
は
、
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
、
主
催
し
た
わ
れ
わ
れ
も

交
流
の
大
切
さ
や
必
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
多
く
の
方
に
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
新
し
い
仲
間
を
増

や
し
て
い
く
場
を
作
る
こ
と
で
す
。
今
回
、
交
流
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
外
部
の
方
に
は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

が
持
つ
さ
ら
な
る
交
流
機

会
や
事
業
支
援
、
情
報
共

有
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、
入
会

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
今

後
も
メ
ン
バ
ー
全
員
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

　  

委
員
長
　
岸
本 

夕
子

第
２
回
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

in Vellugue
第
２
回
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

in Vellugue

新
入
会
員
研
修
実
施

新
入
会
員
研
修
実
施

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
記
念
大
会
に
参
加

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
45
周
年

　
　
　
記
念
大
会
に
参
加

　    　礒江 和也 君
　    （いそえ かずや）
事 業 所 名  ㈱アイガード
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　    　 阿部 亮 君
　    （あべ あきら）
事 業 所 名  ジブラルタ生命㈱
所属委員会  ビジネス活性化委員会

　    　居組 千紘 君
　    （いぐみ ちひろ）
事 業 所 名  CHAINS
所属委員会  会員交流委員会

新入会員（３名）

米子商工会議所45周年記念式典の様子

新入会員研修の様子

ビジネス交流会の様子

高藤会長あいさつ

講師の松井氏
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さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
Ｔ

Ｂ
Ｓ
日
曜
劇
場
『
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ
』

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
奥
出
雲
町
の
櫻

井
家
住
宅
な
ど
を
訪
れ
る
コ
ー
ス
に

参
加
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
の
温

か
い
お
も
て
な
し
を
受
け
、
奥
出
雲

の
歴
史
を
堪
能
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
一

つ
の
「
松
江
市
内
コ
ー
ス
」
は
、
和

菓
子
作
り
体
験
や
堀
川
遊
覧
船
め
ぐ

り
を
楽
し
む
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
松
江
大
会
は
中
国
地
方
の

女
性
経
営
者
が
交
流
し
、
地
域
経
済

の
発
展
に
向
け
た
意
識
を
高
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
福
澤
氏

と
田
部
会
頭
に
よ

る
対
談
や
、
充
実

し
た
懇
親
会
、
エ

キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
多
く

の
刺
激
と
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
大
会

を
通
じ
て
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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第
37
回
中
国
地
方
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
松
江
大
会
が
、
令
和
６

年
７
月
11
日
（
木
）
と
12
日
（
金
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
自
然
や
文
化
を
堪
能
し

な
が
ら
、
女
性
経
営
者
と
し
て
の
ス

キ
ル
向
上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

目
的
と
し
た
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
松
江
市
内
の
ホ
テ
ル

一
畑
「
平
安
の
間
」
で
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
国
歌
斉
唱
と

「
商
工
会
議
所
女
性
会
の
歌
」
斉
唱

か
ら
始
ま
り
、「
商
工
会
議
所
女
性

会
活
動
指
針
」
の
唱
和
が
続
き
ま
し

た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
中
国

地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
・

西
村
恵
美
子
会
長
と
松
江
商
工
会
議

所
女
性
会
・
日
野
由
紀
子
会
長
が
登

壇
。
さ
ら
に
、
ご
来
賓
の
石
原
恵
利

子
島
根
県
副
知
事
、
上
定
昭
仁
松
江

市
長
、
松
江
商
工
会
議
所
・
田
部
長

右
衛
門
会
頭
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

August 2024 女性会だより8 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

    

第第
3737
回回

中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
松
江
大
会

中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
松
江
大
会

～
松
江
の
魅
力
を
堪
能
し
、交
流
を
深
め
る
～

～
松
江
の
魅
力
を
堪
能
し
、交
流
を
深
め
る
～

記念対談の様子

田部会頭と参加会員

　
式
典
後
に
は
、
演
出
家
・
映
画
監

督
で
あ
る
福
澤
克
雄
氏
と
、
田
部
会

頭
に
よ
る
記
念
対
談
が
行
わ
れ
、「
未

来
に
残
し
た
い
大
切
な
も
の
～
地
方

の
魅
力
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
島
根

の
魅
力
や
未
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
福
澤
氏
は
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ
』

な
ど
の
制
作
経
験
を
通
じ
て
、
地
域

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
重
要
性

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
部

会
頭
は
若
手
経
営
者
と
し
て
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示

さ
れ
、
私
た
ち
も
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
開
星
中
学

高
校
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

幕
を
開
け
、
日
野
会
長
が
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
松
江
商
工

会
議
所
・
金
津
任
紀
副
会
頭
に
よ
る

乾
杯
の
あ
い
さ
つ
の
後
は
、
サ
ッ
ク

ス
奏
者
・
宮
本
美
香
氏
の
演
奏
が
会

場
を
盛
り
上
げ
、
次
回
開
催
地
で
あ

る
防
府
商
工
会
議
所
女
性
会
の
紹
介

と
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
行
わ
れ
た
エ
キ
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
で
は
二
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意

～新入会員紹介～（７月入会）
・ 西村智也子さん　㈱幸屋エイ・ピー
・ 濵﨑あゆみさん　鳥取廣信青果㈲
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編　集　室
　

◆
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）。
先

日
、Ｘ
を
何
気
に
見
て
い
る
と

「
＃
ス
マ
ホ
が
な
い
と
き
ど
う

し
て
い
た
の
」と
書
か
れ
た
ト

ピ
ッ
ク
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た

◆
さ
て
何
を
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

時
間
が
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

何
を
し
て
い
た
か
と
は
別
に
、

ス
マ
ホ
に
助
け
ら
れ
て
い
る
の

は
事
実
。
都
市
部
に
出
た
時
、

マ
ッ
プ
の
ナ
ビ
に
助
け
ら
れ
迷

子
に
な
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た（
笑
）◆
で
も
使
い
方
に
は

注
意
が
必
要
で
す
ね
！
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
い
る
時
の
姿
勢
が
悪

い
せ
い
か
、首
や
肩
の
コ
リ
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
…
。�（
Ａ
）

 

鳥
取
市
文
化
財
団 

施
設
連
携

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内

　（
公
財
）
鳥
取
市
文
化
財
団
は
、

次
の
通
り
「
施
設
連
携
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
▼
期
間
―
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

ま
で
▼
参
加
費
―
無
料
▼
会
場
―
鳥

取
市
歴
史
博
物
館
（
や
ま
び
こ
館
）、

鳥
取
市
因
幡
万
葉
歴
史
館
、
城
下
町

と
っ
と
り
交
流
館
高
砂
屋
、
鳥
取
城

跡
・
仁
風
閣
展
示
館
、
鳥
取
市
あ
お

や
郷
土
館
、
鳥
取
市
あ
お
や
和
紙
工

房
▼
参
加
方
法
―
①
６
つ
の
施
設
を

め
ぐ
っ
て
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
く
だ
さ
い
。
②
ス
タ
ン
プ
を

集
め
、
文
字
を
並
び
替
え
て
完
成
さ

せ
た
ら
「
城
下
町
と
っ
と
り
交
流
館

高
砂
屋
」
で
ガ
ラ
ポ
ン
を
１
回
ま
わ

せ
ま
す
※
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終

了
に
な
り
ま
す
▼
そ
の
他
―
各
施
設

の
休
館
や
入
場
料
を
確
認
し
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ
先

―
鳥
取
市
歴
史
博
物

館
や
ま
び
こ
館
（
℡

０
８
５
７
―
23
―

２
１
４
０
）

　（
一
社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
は
、
期
間
限
定
で
「
鳥

取
城
跡
観
光
案
内
処
」
と
「
と
き
め

き
茶
屋
」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
▼
期
間
―
11
月
25
日
（
月
）
ま
で

の
期
間
の
金
・
土
・
日
・
月
に
オ
ー

プ
ン
※
10
月
22
日
（
火
）
は
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
日
に
つ
き
開
館

▼
時
間
―
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所
―
「
桜
寛
苑 

蔵
」
内
（
旧

金
田
家
住
宅
）・
鳥
取
市
東
町
２
―

３
０
１
▼
内
容
―
桜
寛
苑
（
旧
金
田

家
住
宅
）
は
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら

れ
た
和
風
住
宅
で
、
内
装
・
外
装
と

も
に
質
が
高
く
、
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
屋
と
つ

な
が
っ
た
蔵
の
中
で
、
鳥
取
城
跡
の

案
内
映
像
を
見
た
り
、
お
土
産
を

買
っ
た
り
、
美
味
し
い
珈
琲
を
飲
み

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
先
―（
一

社
）
鳥
取
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
℡
０
８
５
７
―
26

―
０
７
５
６
）

鳥取駅周辺広場無線 LAN(Wi-Fi)接続サービスのご案内 

 鳥取市は、鳥取駅周辺の広場(風紋広場、バード・ハット、ケヤ

キ広場、鳥取駅南口広場)で快適にインターネットを利用できるよ

うに公衆無線ＬＡＮを設置しています。 

１．接続先 SSID  Tottori_machinaka_Free_Wi-Fi
         ※利用には認証操作が必要です。 

２．利用可能時間 ６:００～２３:００

（60分経過後は再接続。接続回数は無制限） 接続ガイド

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

８
／
22
㈭

合
唱
練
習

23
㈮

歌
の
練
習

24
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

25
㈰

イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ 

『
ベ
ー
カ
リ
ー
職
人
に
教
わ
る 

し
あ
わ
せ
手
ご
ね
パ
ン
』
①
【
有
料
・
申
込
要
】

９
／
７
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

鳥
取
城
跡
観
光
案
内
処
・

　
と
き
め
き
茶
屋
オ
ー
プ
ン
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１
　
運
送
業
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
交
流
座
談
会
▽

青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会

２
　
女
性
会
会
員
委
員
会
▽
青
年
部
総
務
委
員

会

３
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
県
青
連
定
期
総
会

４
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
歴
ま
ち
事
業
キ
ッ

ク
オ
フ
会
議

５
　
歴
ま
ち
事
業
専
門
家
・
伴
走
者
と
の
意
見

交
換
会
▽
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

▽
青
年
部
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
委
員
会

８
　
金
融
部
会
正
副
部
会
長
会
議
・
総
会

９
　
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
２
０
２
４
（
市
立
美

保
南
小
学
校
）

10
　
建
設
部
会
総
会
▽
青
年
部
例
会
▽
女
性
会

総
務
委
員
会

11
　
運
営
委
員
会
▽
中
商
女
性
連
松
江
大
会

16
　
定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
会
員
交
流
委

員
会
・
政
策
提
言
委
員
会

17
　
工
業
部
会
島
根
原
子
力
発
電
所
視
察
研
修

（
島
根
県
松
江
市
）
▽
女
性
会
例
会
・
役

員
会

18
　
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

23
　
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
＆
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
▽
青
年
部
５
役
会

24
　
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会

25
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会

26
　
青
年
部
仕
組
み
改
善
委
員
会

30
　
青
年
部
理
事
会

31
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
視

察
研
修
（
１
日
も
、
宮
崎
県
日
南
市
）

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　９月17日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

７
月
抜
粋

学校法人　東雲学園



鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

鳥取商工会議所報 No.762  2024年8月15日発行

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

総 合 開 会 式 ・ 閉 会 式 の  

観覧者を大募集！※入場無料

応募方法 
インターネット（とっとり電子申請サービス）又は、応募様式（大会ホームページから
ダウンロード可）に記入して応募先へ郵送

●総合開会式（令和 6年 10 月 19 日） ●総合閉会式（令和 6年 10 月 22 日）

時間（予定）
10時から12時32分まで
会場
ヤマタスポーツパーク陸上競技場

募集人数
1,170 人程度

時間（予定）
13時から14時12分まで
会場 
とりぎん文化会館

募集人数
700 人程度

詳細はこちら↓
（大会ホームページへ）

ねんりんピックはばたけ鳥取2024実行委員会
（鳥取県地域社会振興部ねんりんピックはばたけ鳥取2024実施本部事務局内）
〒680-8570　鳥取県鳥取市東町１丁目271　大会HP：https://nenrin-tottori2024.jp/
電話：0857－26－7908　ファクシミリ：0857－26－8741

応
募
・

問
合
せ
先

お

8/30（金）
〆切 

以下の内容をハガキに記入しての応募も可（１組４名まで）
①観覧を希望する式典名 ②代表者名 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電話番号
⑥住所 ⑦指定駐車場（鳥取県東部庁舎付近）の利用希望 ⑧車イス席、授乳室等の希望
※③～⑥は応募者全員分を記載

※総合開会式と総合閉会式の両方を観覧希望の場合は、それぞれ応募してください。


